
改革案

○ 行政事業レビュー

① 覚 剤等撲滅啓発等委託費

キャラバンカー内に設置してある啓発資材のコンテンツ等の改良

① 覚せい剤等撲滅啓発等委託費

② 覚せい剤防止特別対策費

大会配布用パンフレットの内容の充実

・最新の薬物情勢を反映最新の薬物情勢を反映

③ 薬物乱用防止普及啓発推進事業費

学校等へ配布する啓発読本の内容の充実

・最新の薬物情勢を反映

文科省とも協議し 質の向上を図る・文科省とも協議し、質の向上を図る

経費削減

・各種啓発読本の配布時期を合わせて一括入札へ

・啓発読本のコンテンツについては外部委託を再検討する 12



配布の頻度 配布部数を最適化

④ 再乱用防止対策事業費

・家族読本

配布の頻度・配布部数を最適化

配布先をグループ分けして、配布の頻度・配布部数を最適化

グループ分け例：毎年配布と３年ごとに配布のグループに分類し、組み合せて配布

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

グル プＡ グル プＢ グル プＣ

毎年配布（都道府県薬務課、精神保健福祉センター、ダルク、家族会など）使用頻度 高

グループＡ
矯正管区

地方更生保護委員会

グループＢ
裁判所

都道府県教育委員会

グループＣ
保護観察所

児童自立支援施設

使用頻度 中

・相談員マニュアル

関係機関における必要数を調査し、必要年度のみ配布
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○ 省内事業仕分け

委託業者の選定方法の変更 企画競争 → 総合評価落札方式

① 覚せい剤等撲滅啓発等委託費

委託業者の選定方法の変更 企画競争 → 総合評価落札方式

キャラバンカーの有効活用 北海道地区の冬期 → 関東地区へ

② 覚せい剤防止特別対策費

効果的な検討 ・大会の議事・運営について自治体等と相談し、より
効果的に国民に普及啓発できるように検討

薬物乱用防止啓発読本の利用方法について教育現

③ 薬物乱用防止普及啓発推進事業費

効果的な検討 ・薬物乱用防止啓発読本の利用方法について教育現
場に対しアンケートを行い、翌年度以降により効果的
な活用を図る

新規活用分野の検討 ・初犯の薬物事犯者に対する再乱用防止対策
（薬物乱用防止戦略加速化ワ キングチ ムにお

④ 再乱用防止対策事業費

（薬物乱用防止戦略加速化ワーキングチームにお
ける重点化・加速化項目）において、更なる
活用を検討
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